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広報なんたん5月号

四
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
た
市

長
選
挙
は
、
二
月
十
九
日
に
就
任

し
た
前
市
長
が
三
月
二
十
二
日
に

辞
職
し
た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

市
長
選
挙
の
投
票
は
、
市
内
の

六
十
八
カ
所
の
投
票
所
で
午
前
七

時
か
ら
午
後
八
時
（
一
部
短
縮
）

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
佐
々
木
氏

が
一
〇
、
三
三
八
票
を
獲
得
し
、

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

選
挙
当
日
の
投
票
率
は
六
九
・

〇
九
％
、
二
月
に
実
施
さ
れ
た
同

選
挙
の
八
〇
・
五
二
％
よ
り
低
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
投
票
所
の
投
票
率
で

は
、
芦
生
公
民
館
が
最
高
で
九

三
・
一
八
％
。
続
い
て
田
歌
集
落

セ
ン
タ
ー
が
九
〇
・
七
七
％
、

佐
々
里
公
民
館
が
八
八
・
八
九
％

で
し
た
。

不
在
者
投
票
は
三
七
二
票
で
、
期

日
前
投
票
は
一
、
九
九
〇
票
で
し

た
。開

票
は
、
午
後
九
時
半
か
ら
南

丹
市
国
際
交
流
会
館
で
行
わ
れ
、

十
一
時
過
ぎ
に
終
了
し
ま
し
た
。

新
市
長
の
任
期
は
、
平
成
十
八

年
四
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
二

年
四
月
二
十
九
日
ま
で
の
四
年
間

で
す
。

2

2006.5

5月2日　初登庁した佐々木市長

前市長の辞職に伴う南丹市の市長選挙が4月30日執行され、佐々木稔納氏が南丹
市の市長に選ばれました。市長選挙に立候補したのは、届出順に農業・井尻勇助氏、
前園部町収入役・佐々木稔納氏、前南丹市参与・奥村善晴氏の3氏。投票は市内の
68カ所の投票所で実施され、投票率は69.09％。開票の結果、佐々木氏が1万338票
を獲得し、新しい南丹市長に就任しました。

南丹市長選挙

新市長に

佐
々
木

さ

さ

き

稔と

し

納の

り

氏

先
般
執
行
さ
れ
ま
し
た
、
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
の
ご

支
援
に
よ
り
当
選
の
栄
に
浴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
南
丹
市
が
発
足
い
た
し

ま
し
て
五
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

ま
ず
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
皆

様
の
不
安
を
払
拭
し
、
一
日
も
早

い
市
政
の
安
定
を
め
ざ
し
、
ま
た
、

市
政
に
対
す
る
信
頼
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。「
誇
り
と

き
ず
な
　
新
し
い
　
南
丹
市
」
の

実
現
に
向
け
、
私
た
ち
は
南
丹
市

民
と
し
て
の
誇
り
と
き
ず
な
を
再

確
認
し
て
、
よ
り
強
固
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
輝
き
、
希
望
あ
ふ
れ
る
新

し
い
南
丹
市
づ
く
り
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

私
も
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

輝
く
未
来
を
信
じ
て
、
皆
様
の
先

頭
に
立
ち
、
汗
を
か
き
、
ま
さ
に

全
身
全
霊
を
さ
さ
げ
て
市
政
推
進

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
指
導
を
賜
り

ご
あ
い
さ
つ

南
丹
市
長
　
佐
々
木
　
稔
納
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投
票
率
は
69
・
09
％

・
有
権
者
数
2
8
、8
4
0
人

・
投
票
総
数
1
9
、9
2
5
人

・
有
効
投
票
数
1
9
、6
6
7
票

・
無
効
投
票
数
　
　
2
5
8
票

当 10,338票　

佐々木　稔納（無・新）

6,448票　

奥村　善晴（無・新）

2,881票　

井尻　勇助（無・新）

（敬称略）

投票所�
当日有権者数（人）�
男�
865�
511�
940�
570�
564�
595�
139�
350�
191�
173�
177�
229�
252�
93�
83�
150�
441�
318�
237�
107�
222�
336�
165�
86�
137�
295�
72�
115�
139�
209�
270�
199�
662�
140�
126�
83�
217�
131�
94�
142�
185�
86�
102�
164�
64�
72�
68�
66�
122�
28�
39�
28�
23�
19�
100�
194�
77�
106�
53�
329�
85�
100�
89�
58�
46�
129�
87�
181�

13,525

965�
571�
960�
652�
573�
817�
147�
412�
218�
185�
200�
264�
260�
94�
96�
153�
595�
343�
269�
134�
271�
380�
180�
109�
145�
336�
69�
130�
147�
241�
291�
230�
732�
152�
178�
104�
252�
138�
94�
160�
195�
89�
105�
180�
70�
79�
81�
81�
142�
35�
37�
37�
21�
17�
108�
231�
83�
116�
63�
395�
94�
124�
102�
65�
62�
143�
112�
201�

15,315

1,830�
1,082�
1,900�
1,222�
1,137�
1,412�
286�
762�
409�
358�
377�
493�
512�
187�
179�
303�
1,036�
661�
506�
241�
493�
716�
345�
195�
282�
631�
141�
245�
286�
450�
561�
429�
1,394�
292�
304�
187�
469�
269�
188�
302�
380�
175�
207�
344�
134�
151�
149�
147�
264�
63�
76�
65�
44�
36�
208�
425�
160�
222�
116�
724�
179�
224�
191�
123�
108�
272�
199�
382�

28,840

女� 計�
　投票者数（人）  
男�
555�
289�
475�
286�
330�
359�
102�
238�
129�
115�
132�
148�
171�
65�
62�
104�
255�
176�
139�
71�
154�
191�
102�
66�
99�
207�
56�
80�
85�
144�
145�
119�
332�
87�
81�
61�
125�
94�
58�
94�
120�
55�
53�
103�
51�
49�
50�
52�
82�
16�
24�
25�
18�
17�
71�
132�
47�
71�
39�
183�
55�
61�
62�
44�
31�
91�
67�
95�

8,345

623�
362�
548�
361�
343�
482�
94�
282�
166�
136�
154�
167�
194�
63�
82�
106�
290�
208�
146�
86�
174�
224�
111�
75�
101�
230�
59�
98�
86�
160�
175�
148�
362�
89�
103�
76�
157�
96�
66�
113�
133�
57�
49�
117�
51�
51�
60�
56�
96�
29�
27�
32�
19�
15�
79�
168�
49�
75�
46�
213�
66�
81�
62�
48�
37�
96�
80�
102�
9,590

1,178�
651�
1,023�
647�
673�
841�
196�
520�
295�
251�
286�
315�
365�
128�
144�
210�
545�
384�
285�
157�
328�
415�
213�
141�
200�
437�
115�
178�
171�
304�
320�
267�
694�
176�
184�
137�
282�
190�
124�
207�
253�
112�
102�
220�
102�
100�
110�
108�
178�
45�
51�
57�
37�
32�
150�
300�
96�
146�
85�
396�
121�
142�
124�
92�
68�
187�
147�
197�

17,935

女� 計�
期日前投票者数（人）�
男�
53�
41�
41�
41�
31�
37�
13�
18�
18�
8�
8�
23�
4�
8�
3�
19�
23�
18�
13�
7�
16�
26�
12�
5�
1�
11�
6�
9�
14�
13�
14�
18�
27�
7�
12�
3�
23�
15�
10�
10�
10�
8�
7�
11�
2�
3�
10�
5�
4�
6�
3�
1�
2�
0�
10�
16�
9�
8�
7�
32�
15�
15�
8�
8�
4�
11�
4�
12�
910 

73�
42�
47�
53�
26�
36�
22�
21�
8�
5�
11�
33�
12�
8�
4�
22�
27�
33�
12�
15�
23�
29�
22�
8�
9�
14�
3�
8�
17�
17�
28�
17�
47�
15�
16�
8�
24�
12�
7�
5�
10�
9�
13�
14�
5�
3�
7�
4�
9�
0�
2�
1�
2�
0�
10�
11�
13�
10�
11�
34�
11�
13�
9�
6�
7�
11�
0�
16�

1,080

126�
83�
88�
94�
57�
73�
35�
39�
26�
13�
19�
56�
16�
16�
7�
41�
50�
51�
25�
22�
39�
55�
34�
13�
10�
25�
9�
17�
31�
30�
42�
35�
74�
22�
28�
11�
47�
27�
17�
15�
20�
17�
20�
25�
7�
6�
17�
9�
13�
6�
5�
2�
4�
0�
20�
27�
22�
18�
18�
66�
26�
28�
17�
14�
11�
22�
4�
28�

1,990

女� 計�
投票率（％）�

男�
70.29 �
64.58 �
54.89 �
57.37 �
64.01 �
66.55 �
82.73 �
73.14 �
76.96 �
71.10 �
79.10 �
74.67 �
69.44 �
78.49 �
78.31 �
82.00 �
63.04 �
61.01 �
64.14 �
72.90 �
76.58 �
64.58 �
69.09 �
82.56 �
72.99 �
73.90 �
86.11 �
77.39 �
71.22 �
75.12 �
58.89 �
68.84 �
54.23 �
67.14 �
73.81 �
77.11 �
68.20 �
83.21 �
72.34 �
73.24 �
70.27 �
73.26 �
58.82 �
69.51 �
82.81 �
72.22 �
88.24 �
86.36 �
70.49 �
78.57 �
69.23 �
92.86 �
86.96 �
89.47 �
81.00 �
76.29 �
72.73 �
74.53 �
86.79 �
65.35 �
82.35 �
76.00 �
78.65 �
89.66 �
76.09 �
79.07 �
81.61 �
59.12 �
68.43 

72.12 �
70.75 �
61.98 �
63.50 �
64.40 �
63.40 �
78.91 �
73.54 �
79.82 �
76.22 �
82.50 �
75.76 �
79.23 �
75.53 �
89.58 �
83.66 �
53.28 �
70.26 �
58.74 �
75.37 �
72.69 �
66.58 �
73.89 �
76.15 �
75.86 �
72.62 �
89.86 �
81.54 �
70.07 �
73.44 �
69.76 �
71.74 �
55.87 �
68.42 �
66.85 �
80.77 �
71.83 �
78.26 �
77.66 �
73.75 �
73.33 �
74.16 �
59.05 �
72.78 �
80.00 �
68.35 �
82.72 �
74.07 �
73.94 �
82.86 �
78.38 �
89.19 �
100.00 �
88.24 �
82.41 �
77.49 �
74.70 �
73.28 �
90.48 �
62.53 �
81.91 �
75.81 �
69.61 �
83.08 �
70.97 �
74.83 �
71.43 �
58.71 �
69.67 

71.26 �
67.84 �
58.47 �
60.64 �
64.20 �
64.73 �
80.77 �
73.36 �
78.48 �
73.74 �
80.90 �
75.25 �
74.41 �
77.01 �
84.36 �
82.84 �
57.43 �
65.81 �
61.26 �
74.27 �
74.44 �
65.64 �
71.59 �
78.97 �
74.47 �
73.22 �
87.94 �
79.59 �
70.63 �
74.22 �
64.53 �
70.40 �
55.09 �
67.81 �
69.74 �
79.14 �
70.15 �
80.67 �
75.00 �
73.51 �
71.84 �
73.71 �
58.94 �
71.22 �
81.34 �
70.20 �
85.23 �
79.59 �
72.35 �
80.95 �
73.68 �
90.77 �
93.18 �
88.89 �
81.73 �
76.94 �
73.75 �
73.87 �
88.79 �
63.81 �
82.12 �
75.89 �
73.82 �
86.18 �
73.15 �
76.84 �
75.88 �
58.90 �
69.09 

女� 計�

投
票
区�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35�
36�
37�
38�
39�
40�
41�
42�
43�
44�
45�
46�
47�
48�
49�
50�
51�
52�
53�
54�
55�
56�
57�
58�
59�
60�
61�
62�
63�
64�
65�
66�
67�
68�
計�

園部公民館�
小桜町公民館�
京都国際建築技術専門学校�
新町区公民館�
園部中学校�
園部スポーツセンター�
新堂区公民館�
南丹市立川辺小学校�
園部仁江文化センター�
竹井公民館�
摩気小学校�
口人区公民館�
西本梅小学校�
天引区公民館�
大河内公民館�
若森区公民館�
南丹市役所八木支所�
八木防災センター�
八木小学校�
青戸公民館�
西田公民館�
八木東部文化センター�
氷所コミュニティセンター�
日置会議所�
北広瀬区公民館�
北公民館�
山室ふれあいセンター�
池上公民館�
西地区コミュニティセンター�
室河原公民館�
大薮会議所�
神吉公民館�
日吉胡麻基幹集落センター�
上胡麻区会議所�
東胡麻区会議所�
畑郷区会議所�
南丹市日吉はーとぴあ�
志和賀区会議所�
佐々江生活改善センター�
四ツ谷生活改善センター�
日吉興風交流センター�
新シ会議所�
片野生活改善センター�
殿田活力倍増センター�
木住集会所�
生畑生活改善センター�
中世木公民館�
北集落センター�
知井振興センター�
知見公民館�
江和集落センター�
田歌集落センター�
芦生公民館�
佐々里公民館�
内久保公民館�
保健センター�
下平屋集落センター�
板橋公民館�
宮脇公民館�
南丹市役所美山支所�
高野公民館�
林業者等健康管理センター�
豊郷公民館�
盛郷公民館�
福居公民館�
大野地域総合サービスセンター�
岩江戸担い手センター�
小渕集落農事集会所�
（投票率は平均）�

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
佐
々
木
市
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

▽
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
生

▽
同
志
社
大
学
法
学
部
法
律
学
科

卒
▽
昭
和
五
十
二
年
参
議
院
事
務
局

職
員

▽
昭
和
五
十
七
年
野
中
広
務
氏
秘

書
（
昭
和
六
十
三
年
か
ら
衆
議

院
議
員
公
設
秘
書
）

▽
平
成
十
二
年
園
部
町
収
入
役

（
二
期
）、
他
に
園
部
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
を
歴
任

▽
園
部
町
若
松
町
在
住
。
五
十
一

歳
▽
趣
味
は
、
読
書
や
伝
統
工
芸

品
・
民
芸
品
の
鑑
賞

▽
好
き
な
言
葉
は
「
誠
実
」、「
汗

（
努
力
）
と
愛
（
人
類
愛
）
の
な

い
社
会
は
暗
黒
」

南丹市長選結果



ス
が
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ど
の
種
目
の
ラ
ン
ナ
ー
も
完
走
を

目
指
し
、
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い

ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
晴
れ
間
を

見
せ
、
心
地
良
い
一
日
と
な
っ
た

快
走
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
ご
健
闘
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
来

賓
・
祝
電
の
紹
介
、
競
技
上
の
注

意
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
南
丹
市
美
山
町
在
住

の
小
関
裕
美
さ
ん
、
晋
作
君
、
芽

衣
さ
ん
（
親
子
）
が
、「
わ
た
し
た

ち
選
手
一
同
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま

で
走
り
ぬ
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
元
気
に
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
来
賓
の
方
々
が
南

丹
市
誕
生
を
記
念
し
て
山
桜
の
木

を
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
で
は
、
國
府
正
典
市
長

職
務
代
理
者
の
号
砲
で
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
を
皮
切
り
に
一
〇
誅
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ー

四
月
二
十
三
日
、
府
民
の
森
ひ

よ
し
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

と
し
て
、
第
九
回
日
吉
ダ
ム
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
千
三
百
七

十
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
新
緑
に
あ
ふ

れ
た
日
吉
ダ
ム
湖
畔
で
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
井
尻
治
大
会
会

長
が
、「
よ
う
こ
そ
選
手
の
皆
さ
ん
、

日
吉
ダ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
れ
い

な
ダ
ム
湖
畔
を
怪
我
の
な
い
よ
う

4
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スタッフのみなさま
ご協力ありがとうございました
スタッフのみなさま
ご協力ありがとうございました

350人余りのボランティアスタッフ
の皆さんに、前日の会場設営から当日
の大会運営までご協力いただきまし
た。また明治鍼灸大学より32人がマッ
サージのボランティアに出ていただき
ました。ありがとうございました。

元気に選手宣誓をする小関さん親子

山桜が記念植樹されました



第
九
回
大
会
は
、
南
丹
市
と
な
っ

て
初
め
て
の
大
会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
市
内
各
地
か
ら
多
く
の
応

援
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
か
ら
も
ラ
ン
ナ
ー

へ
声
援
を
送
ら
れ
る
応
援
の
方
々

や
観
光
客
の
姿
も
あ
り
、
日
吉
ダ

ム
周
辺
が
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

会
場
内
で
は
、
走
り
終
え
た
選

手
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
同
士
で
健
闘

を
称
え
あ
う
光
景
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
会
話
を
交
わ
す

な
ど
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

5 広報なんたん5月号

2006.5

第9回　日吉ダムマラソン大会の記録（敬称略）�

種　　　目� 優　勝　者� 優勝タイム�

ハーフ�
マラソン�

10㌔�
ロードレース�

ファミリーレース（3.5㌔）�

男
　
子�

女
　
子�

男　子�

女　子�

18～40歳� 三村　義雄� 1時間14分37秒�

大石　哲也� 33分04秒�

野口　和美� 42分48秒�

川辺　直哉� 11分03秒�

柿原　貴次� 1時間16分36秒�41歳以上�

坂根充紀栄� 1時間28分40秒�18～40歳�

新川　典子� 1時間36分08秒�41歳以上�

（21.0975㌔）�

新�

新�…大会新記録�▲ゴールに到着、おつかれさまでした

▲激しいデッドヒートが繰り広げられました

蜷
湖
畔
を
快
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
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～カメラがおさめた�
　 南丹市の出来事～�

4月8日�
大堰川さくら祭り（八木町）�

4月8日～16日�
第21回　京都・美山大野ダム さくら祭り（美山町）�

▲迫力のよさこいソーラン�

▲伝説の龍の舞い�

▲園部吹奏楽団のミニコンサート�

5月3日�
第19回　そのべ龍神まつり（園部町内）�

44基の神輿が巡行する壮大なお祭り�

夜桜見物と季節はずれの打上げ花火が有名�

川のせせらぎと河畔の散歩が楽しめるお祭り�

▲女性の館で、さをり織りの体験�

▼大堰川緑地公園の桜並木�

蜻
工
夫
を
こ
ら
し
た
神
輿
が
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
集
ま
り
ま
す�

蜷
ダ
ム
の
湖
面
に
千
本
の
さ
く
ら
が
映
え
ま
す�
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2006.5

7

4月29日～5月5日�
府民の森ひよし　新緑祭�

5月1日�
生身天満宮の春まつり（園部町美園町）�

4月29日�
氷室の郷 わんぱくディ（八木町氷所）�

4月29日�
大原神社 春まつり（美山町樫原）�

5月5日�
荒岩稲荷神社こども神輿（日吉町胡麻）�

▲京都府警察平安騎馬隊による体験乗馬�

▲新緑に囲まれた境内を巡行する神輿と担ぎ手�

▼快晴の下、子どもたちは「竹馬」や「大縄跳び」などを楽しんでいました�

▲多くの家族連れが訪れました�

子ども神輿と稚児行列でにぎわうお祭り�

手づくりイベント満載の子どもが主役の一日�

1300年の歴史を刻む大原神社の春の例祭�

担ぎ継がれて20年、子ども神輿が胡麻地区を巡行�

新緑の風とまぶしい緑を満喫できる体験型のお祭り�

蜷
法
被
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
神
輿
を
担
ぎ
ま
す�

蜻
子
ど
も
た
ち
の
獅
子
舞
が
練
り
歩
き
ま
す�



昨
年
八
月
か
ら
統
合
に
向
け
て

重
ね
ら
れ
た
協
議
が
整
い
、
南
丹

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
設
立
総
会
が

南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

國
府
市
長
職
務
代
理
者
や
高
橋
市

議
会
議
長
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
役

員
選
出
が
行
わ
れ
、
初
代
会
長
の

岸
本
壽
枝
さ
ん
が
「
知
恵
を
出
し

合
い
、
助
け
合
っ
て
取
り
組
み
を

一
層
進
め
て
い
き
た
い
」
と
結
束

を
呼
び
か
け
、
組
織
の
強
化
と
会

員
相
互
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
事

業
計
画
を
立
案
。
雇
用
促
進
や
育

児
体
制
の
充
実
に
向
け
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

南
丹
市
、
京
丹
波
町
と
な
っ
て

初
め
て
の
船
井
地
区
更
生
保
護
女

性
会
総
会
が
四
月
二
十
一
日
、
南

丹
市
八
木
支
所
の
防
災
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
藤
田
節
子
会
長
が

「
更
生
保
護
と
青
少
年
育
成
を
基
軸

に
、
一
人
ひ
と
り
が
研
さ
ん
し
な

が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
八

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
保

護
司
の
方
と
一
緒
に
研
修
や
施
設

訪
問
な
ど
を
行
っ
て
、
自
ら
が
更

生
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
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四
月
十
六
日
、
南
丹
市
体
育
協

会
設
立
総
会
が
南
丹
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
月
十
二
日
に
南

丹
市
体
育
協
会
設
立
準
備
委
員
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
協
議
を
行
い
新
た
に
南
丹

市
体
育
協
会
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

南
丹
市
体
育
協
会
は
、
旧
町
ご

と
に
支
部
を
置
い
た
組
織
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
各
支
部
で
従
来
の

活
動
を
行
い
な
が
ら
支
部
間
の
交

流
を
重
ね
、
南
丹
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

四
月
十
四
日
、
南
丹
船
井
交
通

安
全
協
会
南
丹
支
部
設
立
総
会
が
、

南
丹
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
役
員
の
選
出
が
行
わ

れ
、
支
部
長
に
大
道
芳
夫
さ
ん
が

選
ば
れ
「
交
通
安
全
活
動
に
皆
さ

ん
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
活
動

方
針
や
予
算
が
審
議
さ
れ
、
春
と

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
や
府
域

一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
街
頭
啓
発
な

ど
の
交
通
安
全
活
動
の
取
り
組
み

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

Information

一層のスポーツ振興を誓った設立総会

南丹支部の活動の取り組みが決められました

全員で綱領を唱和されました

南丹市母子寡婦福祉会役員の皆さん

南
丹
市
体
育
協
会

設
立
総
会

船
井
地
区
更
生

保
護
女
性
会
総
会

南
丹
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
設
立
総
会

交通安全協会
南丹支部設立総会
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四
月
二
十
一
日
、
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
（
二
級
課
程
）
閉
講
式

が
美
山
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

二
十
人
の
研
修
生
に
修
了
証
明
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
訪
問
介
護

員
養
成
研
修
は
、
介
護
職
に
従
事

す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、

三
カ
月
を
か
け
て
高
齢
者
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
る
介

護
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

講
師
で
美
山
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
介

護
福
祉
士
の
河
岸
か
お
り
さ
ん
が

「
心
を
尽
く
し
て
、
精
神
と
技
を
鍛

え
、
魂
を
支
え
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
、
南
丹
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
設
立
総
会
が
南
丹
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
合
併
協
議
委
員
を
代
表
し
て
上

野
嘉
雄
さ
ん
が
「
我
々
が
今
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
生
か

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
健
康
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る

明
る
い
長
寿
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

南
丹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

旧
四
町
で
活
動
し
て
い
た
一
〇
七

ク
ラ
ブ
、
会
員
数
約
五
千
六
百
人

の
連
合
体
と
し
て
新
た
に
四
月
一

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
、
南
丹
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
設
立
総
会
が
、

南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
で

は
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
で
食

生
活
改
善
を
中
心
と
し
た
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
南
丹
市
で
は
二

百
七
人
の
会
員
の
方
が
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、

八
木
支
部
松
本
会
長
が
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
後
、
研
修
会
と
し
て
、
南

丹
保
健
所
の
西
邑
章
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
高
齢
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
南
丹

京
丹
波
支
部
の
設
立
総
会
が
、
南

丹
市
美
山
町
に
あ
る
美
山
町
自
然

文
化
村
河
鹿
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
京
都
府
視
覚
障
害

者
協
会
の
内
野
正
光
会
長
が
「
船

井
郡
と
南
丹
市
が
一
緒
に
な
っ
た

新
し
い
支
部
と
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
料
理
教
室
や
オ
ペ

レ
ッ
タ
（
せ
り
ふ
と
踊
り
の
あ
る

陽
気
な
オ
ペ
ラ
）
の
開
催
な
ど
、

視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
取
り
組
み
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。

地域の食生活改善活動を広めていきます

あいさつをされる上野嘉雄委員

あいさつをされる内野正光会長

修了証明書が研修生に授与されました

食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
設
立
総
会

南
丹
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
設
立
総
会
を
開
催

訪
問
介
護
員

養
成
研
修
閉
講
式

健康増進と積極的な
社会参加を進める
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お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

―3―�

率
よ
く
摂
取
で
き
ま
す
。
大
豆
食
品

は
肝
機
能
を
高
め
、
回
復
を
早
め
ま

す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
紫
芋
に
含
ま

れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
（
紫
色
素
）

や
ゴ
マ
な
ど
に
は
肝
臓
機
能
障
害
を

抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

②
朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。
寝

て
い
る
間
も
消
費
さ
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
肝
臓
に
蓄
え
ら
れ
た
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
朝
食
を
食
べ
な
い
と
肝
臓
自
身

が
働
く
た
め
の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
使

い
果
た
し
、
肝
臓
の
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
朝
食
は
元
気
の
源
で

す
。

③
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
酒
な
ら
一
合
、
ビ
ー
ル
な

ら
大
瓶
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ

ブ
ル
一
杯
が
そ
れ
ぞ
れ
一
日
の
適
量

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
て
も
な

か
な
か
緊
急
信
号
を
出
し
ま
せ
ん
。

他
の
臓
器
と
比
べ
て
自
己
再
生
の
能

力
が
強
く
、
無
理
を
し
て
も
な
ん
と

か
頑
張
っ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
肝

臓
の
機
能
が
す
ぐ
回
復
し
て
く
れ
る

う
ち
に
き
ち
ん
と
対
策
し
ま
し
ょ

う
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
か
ら
肝

臓
が
健
康
と
思
い
込
む
の
は
危
険
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
以
外
で
も
肝
臓
を

悪
く
す
る
要
因
は
あ
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
る
と
倦
怠

感
が
出
ま
す
。
食
欲
不
振
・
消
化
不

良
等
の
症
状
は
脂
肪
分
を
消
化
吸
収

す
る
働
き
の
あ
る
胆
汁
が
上
手
く
分

泌
さ
れ
て
お
ら
ず
、
集
中
力
が
な

い
・
体
が
か
ゆ
い
な
ど
の
症
状
は
肝

臓
が
持
つ
解
毒
作
用
が
低
下
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
体
調
不
良

が
肝
臓
機
能
と
関
係
し
て
い
る
事
も

多
い
の
で
す
。

①
食
べ
物
で
肝
臓
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
レ
バ
ー
は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質

で
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
効

で
す
。
節
度
あ
る
飲
酒
が
ア
ル
コ
ー

ル
と
長
く
付
き
合
う
秘
訣
で
す
。
ま

た
週
に
二
日
は
飲
ま
な
い
日
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

④
夕
食
は
寝
る
三
時
間
前
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
食
べ
た
も
の
が
肝
臓
に

届
く
ま
で
に
三
時
間
近
く
か
か
り
ま

す
。
寝
る
直
前
に
食
事
を
す
る
と
肝

臓
に
脂
肪
が
溜
ま
り
や
す
く
脂
肪
肝

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑤
ぬ
る
ま
湯
の
半
身
浴
で
血
の
流
れ

を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
と
肝
臓
を
流
れ
る
血
流
量
お

よ
び
酸
素
供
給
量
が
減
り
、
肝
機
能

全
体
を
低
下
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
半
身
浴
は
心
臓
に
負
担
を
掛
け

る
こ
と
な
く
全
身
の
血
行
を
よ
く
し

て
く
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
肝
臓
と

仲
良
く
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

毎日を快適に暮らすために
あなたの肝臓は元気ですか？

肝臓のはたらき�

貯蔵�
栄養素を分解して造りかえ、
たくわえる。（グリコーゲン）�

代謝�
たんぱく質を合成して身体の
もとにもなる。（アルブミン）�

解毒�
解毒を行う工場。アルコール・
薬物・食事中の有害物質を分
解・解毒する。�

排泄�
胆汁をつくり腸の消化吸収を
助け、不用なものを排泄する。�

沈黙� 大きく分けて�
4つのはたらき�
をしています。�

<主な肝臓病>

ウィルス�
性肝炎�

アルコール�
性肝炎�

 脂  肪  肝�
・アルコール性�
・肥満性�
・糖尿病性�

肝　硬　変�

肝　が　ん�

ウィルスの感染によって起こる。�
�
(ウィルス性肝炎の種類）�
Ａ型肝炎：経口感染型（食べ物
や飲み水を介して感染するが、
慢性化しない）�
Ｂ型肝炎：血液感染型（輸血に
よる感染、母子感染、性行為に
よる感染）�
Ｄ型肝炎：Ｂ型肝炎の人に感染
する。日本には少ない。�
Ｃ型肝炎：血液感染型。Ｂ型肝
炎に似ている。�
Ｅ型肝炎：経口感染型。Ａ型肝
炎に似ている。�

アルコールの過剰飲酒による
肝臓障害。�

脂肪分や糖分・アルコールの
摂りすぎで肝臓に脂肪がたま
り、放っておくと肝硬変に移
行しやすい。�

肝細胞が壊され、小さくなる。
繊維が石のようにかたくなる。�
肝がんの8割に肝硬変が見ら
れ、肝がんに移行しやすい。�

肝臓に"がん"ができる。�

『
肝
臓
が
疲
れ
る
と
ど
ん
な

症
状
が
出
る
の
で
し
ょ
う
』

『
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
』
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今回、ぶらりなんたん初の女性案内人。明るく笑顔の素敵なフロント係の名所
千晴さんに、お風呂や宿泊部屋、別棟のかやぶき民家など、次々と施設を案内し
ていただきました。河鹿荘に勤められて、まだ１ヵ月余りとのことでしたが、施
設の魅力や見所をしっかりおさえて紹介してくださいました。美山町自然文化村
では、マイナスイオンを全身で吸収する芦生の森ハイキングや野草・薬草教室、
清流での鮎まつりや四季折々の美山を写す撮影会など、年間を通してさまざまな
企画を行っているとのこと。「やすらぎと充実を求めて、ぜひお越しください」

（財）美山町自然文化村河鹿荘
TEL 77－0014／FAX 77－0020

◆住所：南丹市美山町中下向56番地
◆交通：府道19号線を美山方面へ。神楽
坂トンネルを通過して、上平屋を右折（国
道162号）し、安掛を左折。府道38号線を
川沿いに進み、かやぶきの里を越えて2～
3分。JR園部駅からの南丹市営バスもご利
用いただけます。

フ
ィ
ー
フ
ィ
ー
、
フ
ィ
ル
ル
ル

ル
…
。
高
く
澄
ん
だ
美
し
い
鳴
き

声
で
知
ら
れ
る
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
。

芦
生
の
原
生
林
を
水
源
と
す
る
由

良
川
の
清
流
に
生
息
し
、
四
月
頃

か
ら
夏
場
に
か
け
て
そ
の
美
声
が

涼
し
く
響
き
渡
り
ま
す
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
美
山
町
自
然

文
化
村
の
河
鹿
荘
を
訪
れ
る
と
、

玄
関
で
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
親
子
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

館
内
に
入
る
と
、
開
放
感
あ
ふ

れ
る
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
に
、
木

と
自
然
の
柔
ら
か
さ
が
体
を
包
み

込
み
、
ゆ
っ
た
り
と
心
を
と
き
ほ

ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。

本
館
と
増
築
さ
れ
た
新
館
の
二

階
に
は
四
〜
八
人
で
利
用
で
き
る

客
室
が
合
計
十
二
部
屋
あ
り
、
別

棟
の
か
や
ぶ
き
民
家
も
団
体
宿
泊

利
用
が
で
き
ま
す
。

自
家
農
園
の
バ
ラ
を
利
用
し
た

香
り
豊
か
な
「
バ
ラ
風
呂
」（
土
・

日
・
祝
日
）、
薬
効
高
い
ハ
ー
ブ
な

ど
の
「
薬
草
風
呂
」
が
自
慢
の
お

風
呂
『
軽
皇
子

か
る
の
み
こ

と
衣
通
姫

そ
と
お
り
ひ
め

の
湯
』

は
、
床
下
に
粉
炭
を
敷
き
詰
め
た

炭
埋
浴
場
と
松
鉱
石
の
薬
石
風
呂

で
自
然
の
力
が
温
浴
効
果
を
高
め

ま
す
。

隣
接
す
る
手
作
り
体
験
館
で
は

陶
芸
や
竹
紙
す
き
、
バ
ラ
や
ど
く

だ
み
の
化
粧
水
づ
く
り
な
ど
を
体

験
。
ま
た
由
良
川
横
の
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
、
夏
に
は
川
遊
び
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
の
ん
び
り
と
大
自
然

を
満
喫
で
き
ま
す
。

す
べ
て
の
も
の
が
生
命
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
訪
れ
る

人
に
元
気
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

美
山
の
四
季
を
満
喫
、
自
然
体
験
の
里

フロント係 名 所　千 晴 さん

▲安らぎの空間、吹き抜けのロビー

「いらっしゃいませー」

施
設
全
景

④ ～美山町自然文化村河
か

鹿
じか

荘
そう

～～美山町自然文化村河
か

鹿
じか

荘
そう

～
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ギグレース協会（山城一男会長）の主催する「ギグ
レースin京都美山」が、譛美山町自然文化村で行われ
ました。今年から新たに「カニクロス競技（飼い主と
犬が一緒に走る）」などが設けられました。また、全国
大会ということもあり全国各地から、106組、116頭
のエントリーで盛り上がりを見せました。
愛犬とともに自転車やスクーターなどでグラウンド

に作られた特設コースを参加者が駆け抜るレースに、
大きな声援が寄せられていました。

美山町ゲートボール協会主催の「美山町
ゲートボール選手権大会」が、南丹市美山
長谷運動広場グラウンドで行われました。
前日に降った雨により、グラウンド内が
ぬかるんでいたため、大会役員の方々によ
る整備が行われ、約1時間遅れで開始。大
会には、美山町内で10代から70代までの
男女135人、27チームが参加しました。
開会式では、大会会長の武田勝男さんが、

「日頃の練習の成果を存分に発揮してくだ
さい」とあいさつをされた後、競技上の注
意などが行われ、競技が開始されました。
大会は、午前中に7コートに分かれての

予選が行われ、午後からは各コートの勝利
チームによる決勝トーナメントが行われ、
白熱した熱戦が繰り広げられました。
優勝には「フォルテ大野」チーム（主将、
下野庄衛さん）が輝き、7月22日から京丹
後市の久美浜町中央運動公園で行われる第
21回京都府ゲートボール選手権大会・第
22回全日本ゲートボール選手権予選会に出
場されます。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

講演を熱心に聞き入る受講生たち

散歩では味わえない全力疾走を楽しみます

「
ゲ
ー
ト
通
過
し
て
！
」

「
楽
し
く
学
ぼ
う
、

レ
ッ
ツ
生
涯
学
習
！
」

（
4
／
25

南
丹
大
学
開
講
式
・
八
木
町
）

「
青
空
の
下
で
い
き
い
き
プ
レ
ー
」

（
4
／
16

美
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
・
美
山
町
）

「
愛
犬
と
一
緒
に
春
の

美
山
を
駆
け
抜
け
る
」

（
4
／
9

第
１
回
「
ギ
グ
レ
ー
ス
in
京
都
美
山
」
大
会
・
美
山
町
）

お年寄りの生涯学習として、旧八木
町の時から取り組まれている「南丹大
学」の開講式が八木公民館で開催さ
れ、170人の受講生が出席しました。
開講式では牧野修教育長が「今の社会
には皆さんの知恵が求められていま
す」と激励のあいさつをされました。
また、八木町瑞雲寺の長門義明住職
が、各地を旅した体験などをもとに、
「旅のおみやげ話」と題して記念講演
をされました。
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美山漁業協同組合（上林實組合長）は、
今年も美山川に稚アユの放流を行いまし
た。今年はこの日を皮切りに10回にわた
り、あわせて6㌧（およそ100万匹）が放
流される予定です。
毎年、多くの釣り人でにぎわう美山川。

今年の友釣りの解禁日は6月18日というこ
とで、順調に成育してくれるようにと、漁
協役員らは元気に泳いでいく稚魚を見守っ
ていました。

大きくなって、また会いましょう

南丹市日吉町の遊ｙｏｕひよしエントラ
ンスホールを利用した初の試みとして「春
さくらオカリナコンサート」が行われまし
た。オカリナグループ“らべんだーず”代
表者の小出京子さん（南丹市日吉町在住）
が「南丹市から何か明るい話題を発信した
い」と企画され、50人余りの観客が来場
しました。途中、オカリナ体験や一緒に歌
を歌う場面もあり、穏やかな午後のひとと
きが流れました。

慌てないで落ち着いて避難できました

「これからもどんどん作っていきます」

摩気小学校（井尻常夫校長、82人）
で全校児童を対象に、校舎の玄関付近
からの出火を想定した避難訓練が行わ
れました。1年生にとっては初めての避
難訓練でしたが、子どもたちは口にハ
ンカチをあてながら、落ち着いて迅速
に避難することができました。
いつ起こるかわかならい災害に対し

て防災意識を高め、いろんなことを学
んだ避難訓練でした。

神奈川県逗子市の市政50周年を記念
して行われた「手作り絵本コンクール」
で、南丹市八木町在住の都築菊子さん
が作られた「くるくるちょんぱっ」が
応募総数194点の中からみごと優秀賞
に選ばれました。
「文句なく面白い。思わず笑っちゃ

う」という講評のとおり、何度でも読
めてユーモアのある作品ということで
す。
都築さんは「息子が喜ぶので絵本を

作り始めました。これからもどんどん
作りたいと思います」と受賞の喜びを
話されていました。

「
美
山
川
へ
鮎
の
稚
魚
を
放
流
」

（
4
／
26

鮎
の
稚
魚
放
流
・
美
山
町
）

「
優
し
く
透
き
通
る
音
色
に
う
っ
と
り
」

（
4
／
15

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
・
日
吉
町
）

「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
」

（
4
／
19

摩
気
小
学
校
避
難
訓
練
・
園
部
町
）

「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
手
作
り
絵
本
」

（「
手
作
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
・
神
奈
川
県
逗
子
市
）

2006.5

さんぽ、早春譜など20曲が奏でられました
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
晴
天
に

恵
ま
れ
る
日
が
多
か
っ
た
の
で
、
車
を

利
用
し
て
外
出
さ
れ
る
機
会
が
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
車
は
安
全
機

能
が
高
い
の
で
す
が
、
事
故
の
件
数

は
、
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
に
よ
る
事
故
も

増
え
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

（
Ｓ
）

日
吉
町
田
原
地
区
に
あ
る
多
治

神
社
で
は
毎
年
五
月
三
日
、
国
の

「
重
要
無
形
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
田
原
の
御
田
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
「
御
田
」
は
作
太
郎
と
作

次
郎
と
呼
ぶ
立
ち
人
の
男
二
人
が
、

「
日
柄
改
め
」
か
ら
「
刈
終
い
」
ま

で
の
稲
作
作
業
の
過
程
を
十
五
の

次
第
に
分
け
模
擬
的
に
演
じ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
早
乙
女
に
ふ
ん

し
た
可
愛
い
女
児
四
人
と
牛
役
の

男
児
一
人
が
出
て
、
シ
ョ
ウ
ブ
の

葉
を
苗
に
見
立
て
田
植
え
の
し
ぐ

さ
を
し
、
今
年
一
年
の
豊
作
を
祈

願
し
ま
す
。
作
太
郎
と
作
次
郎
が
、

早
乙
女
た
ち
が
田
植
え
を
す
る
姿

を
「
け
し
か
ら
ん
ほ
ど
良
い
娘
」

な
ど
と
い
う
ふ
う
に
、
即
興
で
面

白
お
か
し
く
掛
け
合
う
場
面
で
は
、

詰
め
か
け
た
観
衆
か
ら
笑
い
が
起

こ
り
ま
す
。

五
穀
豊
穣
を
願
う
大
切
な
行
事

で
あ
る
「
御
田
」
は
、
地
域
の
貴

重
な
伝
承
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
の
手
に
よ
り
、
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

DATADATA
●総人口：36,338人（＋162)
（男：17,474人・女：18,864人）

（＋130） （＋32）

●世帯数：13,490世帯（＋209)
（平成18年5月1日現在）

（ ）内は前月比　

編
集
後
記

多
治
神
社

〝
田
原

た
わ
ら

の
御
田

お
ん
だ

〞

―
日
吉
町
田
原
地
区
―

竹田　海陸
み く

くん（2歳）

沙杏
さ ら

ちゃん（10ヵ月）

●美山町樫原

「2人仲良く、時にはけんかして、元気に育ってね」
（お父さん・お母さんより）

TEL：0771-68-0003   FAX：0771-63-0653�
URL：http://www.city.nantan.kyoto.jp�
e-mail：kikaku@city.nantan.kyoto.jp

編集・発行：南丹市役所 総務部企画情報課�
〒622-8651 京都府南丹市園部町小桜町47
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